
1. 超精密高速ステージ開発
開発目標はセラミックス製300mmウエハー対応2
軸ステージで、最高速度300mm/sec、位置決め
精度10nmであり、同時にステージ開発に不可欠
な圧電材料、セラミックス材料の開発を進めていま
す。
その結果、現在はセラミックス製300mm対応2
軸ステージで最高速度150mm/sec以上、繰り返
し位置決め精度±0.6nmを達成し、精度では目標
を超える成果が出ております。
フェーズⅡ以降において、超精密高速ステージ
の高速性能をより高めるとともに、同ステージの
CD-SEM、EB装置、微小移動機構等への応用展
開を図ると同時に実用化を目指しています。

2. レチクルフリー露光技術開発
本研究では、多くの時間とコストを要する“マスター
マスク”を作らずに“液晶”を使って形成されたイ
メージを直接転写しようとするもので、本方式を“レ
チクルフリー露光技術”と名付けています。
本方式の開発により数ミクロンの解像度が要求され
るシステムオンチップ技術など最先端分野への短納
期、低コストな適用が可能となります。具体的には、
CADシステムで作成されたパターンデータを液晶
のピクセルに送り出して露光パターンを形成し、1.
で紹介したX-Y精密ステージを用いて、露光対象と
なる基板全面に対してステップ＆リピート移動を行い
ながら繋ぎ露光を行っています。
今後は精度、スループット、信頼性の向上などを図り、
装置の実用化を進めていきます。

3. 目視判定フリーLCDムラ検査装置開発
本研究では、CCDカメラによりガラス基板の多視野
角画像を取得し、膜厚ムラの検査では算出した膜厚
分布データにムラの定量化処理を施すことで、また、
その他の膜ムラ検査では、ムラの定量化後ムラ量が
最も多い画像を選択しムラ判定を行うことで、現状
の目視検査に極めて近いムラ検査の自動化を可能と
します。 
将来的には塗布装置を本装置を組み合わせシステム
化することにより、高い安定性を備えた塗布ライン
の構築を目指します。軽量ZPF300mmウエハー対応ステージ
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